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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会会長　森　谷　　　健
（群馬大学社会情報学部教授）

　群馬県NIE推進協議会では、今年度も活発な事業が展開されました。関係者皆様のご尽力の
賜物と、感謝を申し上げます。
　2019年度は、実践指定校として、小学校２校、中学校４校、中等教育学校１校、高等学校２
校の合計９校で熱心な取り組みをしていただきました。小学校から高等学校まで、それぞれの
発達段階に応じて、また新聞の配置場所・配置方法にも工夫をしていただき、さまざまな教科
で実践が行われました。ご協力いただいた児童・生徒の皆さんと教諭の皆様、ありがとうござ
いました。また、ご協力をいただいた関係新聞各社に御礼を申し上げます。
　児童・生徒のいきいきとした学習の様子や自信に満ちた成果発表の様子、また、今までにな
かった新たな展開、これらの詳細については本報告書に掲載されておりますので、ぜひお読み
いただければと思います。
　さらに、今年度もまた、小学校、中学校、高等学校だけではなく、大学や社会教育、企業な
どで、あらためて新聞を知っていただく機会を多く持つことができました。
　また、2019年度の「NIE全国大会」は、「深い対話を育むNIE」をスローガンに、2019年８
月１日（木）、２日（金）の両日にわたり栃木県宇都宮市の宇都宮市文化会館や宇都宮市総合
コミュニティセンターを中心に開催されました。県内からはNIEアドバイザーの先生方４名の
方にご参加をいただきました。
　近年、子どもたちの学力について議論されています。学力をいくつかのカテゴリに分ける試
みもあります。仮にそれらを「知識・技能」「思考力・表現力」「学びに向かう力」とするなら、
NIEは、それらのすべてを育む力を持っていると言えると思います。そして、NIEのもつその
力は、児童・生徒だけでなく、大学生や社会人についても言えることだろうと思います。その
ような意味において、本協議会の活動がさらに充実することが期待されるところです。



児童と「新聞」との関わりを強くする
～新聞への「投稿」と新聞記者による「出前授業」を通して～

館林市立第八小学校　　　北村　　聡
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ものの見方や考え方を広げる機会に出会うために
−新聞に親しみ、活用する実践−

高崎市立第一中学校　　報告者　　　小林　久美子
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新聞を用いた幅広い「ものの見方」を育てる取り組み
ぐんま国際アカデミー中高等部　　教諭　　今井　信一　　首藤　律子

吉田　　峻　　坂本　　樹
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NIEにおける本校の取り組み
群馬県立吉井高等学校　　教諭　　　高橋　寿郎
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「目的意識をもち、自分の考えを表現できる児童の育成」
−新聞社への投句・意見文の投稿を通して−

沼田市立利南東小学校　　　林　めぐみ
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ものの見方や考え方を深め、思いや考えを伝え合う生徒の育成
−NIE ２年目の取り組み−

高崎市立大類中学校　　教諭　　山田ミチ子　　東谷　美代
石原　浩毅　　薗田　美南
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新聞記事を読み、自分の感想や意見を書いたり、
発表したりできる生徒の育成

沼田市立薄根中学校　　教諭　　　兵藤　泰明
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親しみをもって新聞に接することができる環境づくり
～校内へのNIE実践の普及を通して～

嬬恋村立嬬恋中学校
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NIE　令和元年度の取組
群馬県立伊勢崎高等学校　　教諭　　　森　貴由紀
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